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病気の原因に直接作用するのではなく,病気の症状を緩和する医薬品を　①　という。(１)その代表
例としてアセチルサリチル酸がある。これは,サリチル酸と無水酢酸から合成され,解熱鎮痛・
抗炎症剤として使用される。また(２)サリチル酸をメタノールとエステル化させた　②　は,揮発性
の液体で,消炎鎮痛剤(外用塗布剤)として使われている。これらとは対照的に,病原菌に直接作用
してその働きを阻害し,病気をその原因から治療する医薬品もある。その代表例がペニシリンで
あり,これは特定の微生物によって作られる化学物質で,他の微生物の発育や代謝を阻害する。
このペニシリンのような物質を総称して　③　という。また,人工的に合成された化合物にも,
抗菌作用を示すものがあり,(３)スルファニルアミドがその例である。現在では,その誘導体が
医薬品として用いられており,サルファ剤と呼ばれている。
問１　文中の　①　～　③　に適切な語句を入れよ。
問２　下線部(１)のアセチルサリチル酸の合成反応を構造式を用いて示せ。
問３　下線部(１)の反応が100％の反応効率で進むとすると,23.0[g]のサリチル酸からアセチルサリ
     チル酸を何g得ることができるか。有効数字3桁で答えよ。
問４　下線部(２)の反応を構造式を用いて示せ。
問５　下線部(３)の化合物の構造式を書け。

Theme 医薬品　大阪医科大学 (2013 医 )
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ベンゼンに濃硫酸を加えて加熱し,得られた化合物を水酸化ナトリウムと混合してアルカリ融解
するとナトリウムフェノキシドが得られる。ナトリウムフェノキシドの水溶液に二酸化炭素を
通すと(　ア　)が遊離する。一方,ナトリウムフェノキシドを高圧・高温下で二酸化炭素と反応
させるとサリチル酸ナトリウムが得られる。サリチル酸ナトリウムに希硫酸を作用させると
(　イ　)が得られる。(　イ　)に無水酢酸を反応させると(　ウ　)が得られる。(　ウ　)は
解熱鎮痛剤として用いられる。また,(　イ　)にメタノールと濃硫酸を作用させてエステル化
すると(　エ　)が得られる。(　エ　)は消炎鎮痛剤として用いられる。
　アニリンに無水酢酸を反応させると(　オ　)を生じる。(　オ　)には解熱作用があるが,一方
で副作用もある。そこで,(　オ　)とは構造の一部が異なる(　カ　)などが風邪薬として広く
使用されている。(　カ　)は p-ニトロフェノールのニトロ基を還元しアセチル化すると得られる。

Theme 医薬品　信州大学 (2013 工 )

(１)　(　ア　)～(　カ　)の化合物を構造式で記せ。
(２)　下線部の反応の反応式を構造式を用いて記せ。
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　次の文中の　ア　～　キ　に入る適切な語句を記せ。

　アスピリンの名で知られる　ア　や,p-ニトロフェノールを還元してアセチル化した　イ　など
の解熱鎮痛剤のように,病気の原因に直接作用して病気を治すのではなく,症状を軽減するための
医薬品を　ウ　薬と呼ぶ。一方,病気の原因を直接治療するような医薬品を　エ　薬と呼び,
アオカビから得られた　オ　のように,微生物が産生し他の微生物の発育や機能を阻害する　カ　
物質や,スルファニルアミドの誘導体である　キ　などがある。

Theme 医薬品　昭和大学 (2013 歯　薬　保健医療 )
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アスピリンについて，次の問いに答えよ。

(ⅰ)　ナトリウムフェノキシドから２段階の反応でサリチル酸をつくり,３段階目の反応でサリ
      チル酸からアスピリンはつくられる。それぞれの反応を，例にならって化学反応式で示せ。

化学反応式の例　

Theme 医薬品　同志社大学 (2013 理系)

(ⅱ)　もともと商品名であるアスピリンの化合物名を示せ。
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次の文を読み,以下の問に答えよ。
　医薬品の中にはベンゼン環を分子内に持つものも少なくない。下に医薬品A～Fの構造式を示した。
19世紀中頃,鎮痛作用を示す有効成分として,サリチル酸(A)が単離され,医薬品として使用された。
しかし副作用が問題となったため,この(a)サリチル酸(A)を無水酢酸でアセチル化することで得ら
れる,副作用の小さいアセチルサリチル酸(B)が開発された。一方,アセトアニリド(C)も解熱鎮痛剤
として用いられていたが,毒性が強いため,これを改良したフェナセチン(D)が開発された。
しかし,フェナセチン(D)も,長期にわたり大量に服用すると重大な副作用があることが明らかとなり,
現在では,イブプロフェン(E)や(b)p-ニトロフェノールを還元してアセチル化することにより得ら
れるアセトアミノフェン(F)が風邪薬などの成分として使われている。

Theme 医薬品　岐阜大学 (2013 工 応用生物科)

問１．以下の(ｱ)～(ｵ)の記述に合うものを化合物A～Fの中からそれぞれ選び,記号で答えよ。
      答えが複数ある場合はそのすべてを記せ。
　　　(ｱ)　分子内にエステル結合をもつ。
      (ｲ)　分子内にエーテル結合をもつ。
      (ｳ)　分子内に不斉炭素原子をもつ。
      (ｴ)　炭酸水素ナトリウム水溶液を加えると,気体が発生する。
      (ｵ)　塩化鉄(Ⅲ)水溶液を加えると,呈色反応を示す。
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